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、爾
前
記

^
ょ
.
*
傘̂
め

.得
‘可
.
|敗
利

.潤

.が

.へ»
然
_
時
に

比
し

.十

.

a

片
维
去
.減

少

せ

ざ

る

を

得

ざ

る

#

合

^
は
之
；
^
對
す
る
'刺

激

：
と

誘

、
惑
^
:を

繊

ず

る 

.年
ヒ
：
,̂
_
.で
；
大
‘夺

&

^

;る

可

し

.。.

(

■

和
關
孛
對
す
.る
.爲
替
：は
..命

‘

實

行

中

を

る

賢.
■
な
'る
；* 

#

畫

:0
:
«功
，磐
_

,.
!
)
;で
：少

べ

：と.夸
其
.顯
着
な
名
下
落
を
阻

11
:

^
ら
n

#
可
.き

I
.の
と
；期
：
#

t 

;^
る
'0

此

3»
:は
糖
て
'彼
離
鋒
の
-主
，‘張
は
：殆」

ど
：.何
_

0
.效
カ
爸 

こ
.'ど
な
炉
る
せ
レ
。

@̂

 

地
条
若
4
 
く

は鋳
：；

貨

の

必
_

な
'る

轉
.出

と

：元

と

前

.述

せ

る̂
如

き

溶

解
.
*の

法

外

な
.
.る
_

« 

を

：0

的

名

しH
.

行

：は

る

、

其»

出
.
笔
0
間
：に
：
は

公

共

•.の

利

害

に
'
.關

-:
L

大

な

る
.相
.違

存
•せ
.ざ
：.
.
名
：
 

可

ら

ず
"
1是

等

の

寧

解
;«
は
：翁
1

精

*

業
：者
：又

は41
&

の
脔
賈
に
し
て
邱
方
法
及

.び
剪
截
ね
依 

-

1
.^
多
量
の
.溶

銀
を
其
手
に
收
め
、之
；を
.海
外
に
輸
送
し
，彼
地
に
於
て
金

.を
聰
入
し
、後
，此
.地
.に 

，

を
：
轍

致

し

て.铞

.
'三

十

志
•に
通
用
し

.つ
、
あ
る
ギ
二
ー
貨
に
錄
造
し
、或

.は

.
•レ
1
,ス、
ff
i
l與ン
® r 

.e

ス
V

ン、猶
；々

S

る
ま
‘印
戾
產
の

«
.物
又
は

K
他
の
禁
制
品
を
購
入
し

#

し
く
は
不
法
又
は 

不
用
な
る
に
：拘
ら
ず
：、總
.
.て
方
今
彼
我
の
間
に
於
け
る
贸
易
の
差
額
を
增
大
し
、我
に
多
大
の
■损 

害
.を
.與
ふ
る
；̂

.與

ぶ

_
.
て

ヵ

ぁ
1.
:
他
_の

..目

的
0

爲
に
供
用
せ
ら
る
、
な

’
6
.,°(

五)

論
游
は
我
_

貨 

は
外
國
爲
#

fe
.關
：係
を
.布
す
る
；も
、而
も
主
と
へ
し
て
內
國
商
業
の
诩
に
供
告
ら
れ
、而
し
て
：其
增
'

: 

加
尽
び
夥
多
に
由
ぅ
て
利
®
を
受
く
可
き
典
他
幾
多
の
場
合
に

'充
用
'せ

ら

る

る

が

故

に

缝

：國 

f

l
卷

(

？

一)

諭

說

む

お

ば

S
I

I
I

吹
‘
S
中
心
t

て

雜

i
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.
論

 ̂

■.
蘇

：̂

！|
|

政
-想
中
心
t

て

i

r

こ
四 

‘ 

，‘
w
,
,
に
於
，け
..
.
6
其
，用
、の
-み
を
考
察
し
、而
し
て
愛

.に

辍

唱

サ

ら

れ

つ

、
あ
る
靖
貨
た
る
銀
，の
.
»
.高
.

\
 

I
 

...... 

. 
•
 

.
 

.....

^
t'
‘
.ゆ
：る
地
^

，及
-び

基

以

俞

に

於

^

る
貯
，藏、授
與
文
は
契
約
に
依

'
&て
8?
^
せ
ら
れ
文
は
確 

-

保
，せ

.ら
れ

‘
.た
る
公

,

の，
‘收
入
及
び

#

芎
の
契
約
，に
據
る
ビ
裔
ビ

5r
、間

は

ず

瑰

時

佝

#

_

す
る 

.

有
ゆ
‘る
僙
.權
の
上
.に
之
.に
比
’例
せ
る
掼
央
を
生
す
可
き
を
籙
，懼

.す
る
，も
1而
も
我
國
は
久
し
-仓 

、

以

猶

よ

り

.し
：て
_餘
儀
.-な
.，き
戰
淨
に
也
事
し
：是
.が
爲
に

.
®に
國
外
に
，於
け
る
满
國
寓
の

K

-A
:
な 

、

.る
消
：耗
女
菰
起

.せ
、る
の
み
な
ら
す
、車
西
兩
印
度
及
び

.其
他

35
&
S

.

0
 
0 
M

0

に

22
米
刺
加 

0
各
.
.地へ
方
よ
，

b
、我
國
內
の
消
锻
に
使
用
せ

6

る
、

1

ぅ
も
遙
，

.に

多

，
量

.‘
の
W
貨
を
吾
人
に
供
絡 

す
：
^

の
常
让

-L
•て
.
^
,に
由
り
て
我
國
產
及
ひ

1
1
&

‘
品
ビ
相
，
^
_つ
て

1.菩
'
.人
....
か
'
.
^
.
隣
，與，，

'よ
'
--
&
收
、 ̂

.

.す
る
财
貨

.と
交
換
し
て
彼

"地
，忙

輸

出

せ

ら

る

可

.き

多

額

の

_

餘

^
我
、に
致
し
.た
る
.航
海
の
姐 

止

せ

^

れ
.た
る
.事
實
を
：公
平
に
思
料
す
る
時

.は
如
上

.の

祀

憂

は

全

然

消

散

せ

ぎ

，

を
得
.ざ
，名 

可
.
1。

1
‘汸
に
於
て
菩
人
が
我
：隣
邦
よ
り
收

.受
す
4

貨
物
‘
0
~债
値
令
計
箅
し
、而
レ
て
之
に
外
：
 

:

®

に
於
妙
：.る

孤

-®
狻

を

加

■尊
し
、‘酣
心

■!
:

他
方
に
於
て
吾
人
が
.最
近
我
瞵
邦
に
輸
出
し
文
は
瞬 

V

出
す
も

^
猶
可
き
我

.國

內

め

H

*

®

«し
く
は
物

.逄

及

び

東

西

兩

：即

度

其

他

よ

^

_

入
せ
ら 

.
れ

/e
3

財
«:
,の
^
;餘
_

額

に
*

當
す
る
.
'價
.錄

を

針

‘#
す

.る

時

は

兩

莕

の

間

，に
S
畠

の

楚

®

€

稱
せ
ら
れ
得
、可
き
大
な
る
差
遨
を
生
ず

-可
し
。
而
し
て
這
般
の
楚

0~
._が

我

_
.
.貨
又

«

地
金
.以 

外
の
物
を
以
て
楚
迄
支
拂
は
れ

X

は
支
拂
は
れ
得

-る
こ
と
を
認
む
る
能

.は
す

。
' 
事
'實
：斯
く
の
、
 

如
.く
し
て
鈒
货
又
は
銀
塊
は
英
國
內
に
於
て
頗
る
稀
少

^
爲
る
に
菊
々
し
な

t

 

‘笱
も
偵
値 

，あ
る
物
は

•其
稀
少
と
爲
る
に
及
び
て
高
憤
と
爲
り
、從
、て
從
前
よ
ら

.も
多
額

0'
僙
齡
を

®

却
f

:- 

る
の
用
を
爲
し
、他
の
有
價
物

#

の
觅
に
大

.な
る
數
量
を

)1
入
し

#

る
に

M
.る
可
し
。

:.
'
:
:前述

「

せ
-、
 

る
が
如
く
英
國
內
め
錤
は
稀
少
ビ
爲

&
.た
る
が
故
に
、從
て
又
高

®

た
る
.に
至
ゑ
し
な

>

9

P斯 

、、く

て

銀

の

價

格

はj

ォ
ン
ス
五
-志
二
片
よ
ぅ
六
志
五
片
に
騰

»

し
、而
し

.て
日
常
の
經
駿
に
依
：
 

b

1

ク
ラ
、ソ

.ン
貨
の

.重
、量に

'
.等
し

&

英
國
に
於
け
る
本
位
銀
の
十
九
ぺ
二
ー
ゥ
エ
■丨
ト
十
分 

の
三
は
個
數
に
依
る
五
志
よ

6

も
觅
に

.炙
額
の
鋳
貨
を
購
入
す
可
ぐ
、從
て
英
國
內
に
於
て
班
、
 

に
多
額

_の
財
貨

■又
は
必
喪
品
を
取
得

.し
#

し
く
は
，鹿

R
多
額
の
偵
務
を
償

-還
し
、或
は
.葙
ゆ
る 

國

外

，の
»

方
に
於
’

V
、

補
數
に
依
，.
る
五

i£
又
は
六
分
，の一

.
ギ
.
ニ

ー

荇

し

く

‘
は

合

ft
五

宓

の

®

値 

に

相

當

す

•る

財

货

、よh

も

爲

替

に

依

り

.て
，多
額
の
貨
幣
を
.齎

す

可

し

。
.‘
而

し

て

道

顧

_
、鈒

價

の 

滕
貴
■は
本
來
贸
易
の
差

®

に
由

i

て
誘
起
せ
ら
れ
た
る
.も
の
な
る
が
故
に
、之
を
轉
じ
て
我
‘に
 

順
、
®

ら
し

.、む

.る

R
由
.办
て
鈒

‘を
‘澗
.深
な

S

し
む
る

R

ぞ
る
迄
は
^
地
ヽ
に
於
け
る
其
僙
格
み
下

,
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十

琴
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四)
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_論

脱

は

l

l

l

l

t

t
て

能

#
. 

. 

5
ハ
 

降
を
豫
期
や
对

き，
何
，等
の
理
由
存
す
る
ふ
な
し

。
' 
而
し
て
を
ば
平
和

§
時
代

.に
於
て
、又
は
瑪

輸
财
を
し

.て
帮
和
の
時
代
に
，

'於
け

.る

.常
態
の
如
く
瓦
额
な
ら
し
ひ
可
き

.我
賀
為
の
.保
識
に
依

...
 

•

 

.

 
.
.
.
.
.
.
.
.

 

.

 

.

 

/

•

-

.

-

.

 

\

. 

.
.

.
.

.
.

.
.

り
て
苋
く
成
就
し
得
可
き
も
の
た

る

に
•似
た

b
。
我

*

貨
の
價
値

^

銀
塊
に
，等
し
か
ら
し
む 

る
が
爲
に
：51
上

ぐ

る

^
決
し
て
鈒
を
稀
少
な
ら
し
む
る
の
原
因
と
し

.て
認

.め
ら
る

.
>
能
は
士

0 

鶴
货
の
流

_通
す
：可

P
.
正
當

.又
は

'合
理
な
る
基
礎
は
其
銀
の

®

格
其
物

.を
除
き
，て
他
に
存
す

S 

こぐJ

衣
し

C
’
.若
し
銀
貨

.の
價
値
が
地
金

f
し
て
め
同

一

銀
の
馏
做
又
は

.市
價
以
上

.に

.引
上
げ 

ら
る
可
し

V」

せ
ば
、國

R t
f

之
、
•に
比
例
し
て
詐
害
せ
ら
る
、
こ
と
、宛
も

•曾
て
，公
權
威
に
ょ
り
て 

鏺
造
せ
ら
れ
た
る
惡
貨
の
場
合
に

_見
る
が
如
く
な
る
，可
く

®

も
若
、し，

.銀
货
の
憤
値
が
地
，金
と 

し
て
の

’間
一
銀
の
價
値
又
ば
市
價
以
下
な
る
場
合
に
は

»

貨
は
常

_に
營
利
の
爲
に

溶

解

せ

ら
.
 

る
.
、
こ
ビ
、宛

も

a ：
去
及
び
現
在
に
於
て

.剪
截
せ
ら
れ
ざ
る
貨
き

R
見
る

-が
如
ぐ
叉

IE
枝
將
來
ー 

舊
原
逃
を
以
て
流
通
す

^r
ぐ
造
せ

'
&
る
る
總
て

0-
-
新
鋳
貨
の

®
合
に

.見
る
が

.如
く
な

i

:

可 

し
。
是
に
由
々
て
典
啦
道

.は
'當
に
我
貨
幣
の
流
通
す
可
き
眞
の

«

礎
た
：る

.

.な
レ
。、
此
目
：的
.の
：
 

爲

に

は

吾

人

は

®

に

是

等

_

貨
'の

流

通

す

可

き

英

國

內

に

於

て

亂

の

保

，̂

す
る
價
格
典
物
.を 

考
察
す
る
を
以
て
足
れ
う

S
す
る

.本
、爾

%

^
し

®

人
.が
.
.隣
邦
殊
に
お
蘭
ミ
交
渉
を
有
す
と
せ

.

，ば
、彼

地

に

於

け.る
i

オ
シ
ス

0
,時

：慎

に
.前
記
質
易
の
差
額
ょ
令

'生

#
夸
他

0
:結
果
：
.に
：過ぎ 

ざ
る
、
.偷
.敦
ょ

&

ア：
4
:ネ
_

^
ダ
ム
又

.は
'
ロ
：
ッ
テ
ル
、
ダ

ム.へ
：
の
爲
：：替

の

差

額

を

加'ふ

名

も

^
偷
。
 

敦
に
.於)

け
る
•銀

.

1

方

^

ス
|:
對
ず
，る
六
志
五
炉
の
，®

_
を

_
成
す
可
し

。
' 
而
し
て
若
し

?

 

ず

せ

:谈
何
人
も
：

1
,

ォ
シ
：ス

'
iハ
志「

五
片
を
以
：：て
»

敦
に
於
て
銀
を
購
入
し
、之
を
和
蘭
に
：運
、び、

雨

し

：
て
，
恐

；
ら

ん

.ゆ

彼

，
地

に

於

：
て

--

:

J
-
K
. 
■
 

: 

.

を
3£
志
$
:片
に
等

a

v5
>

&

,ざ
る

.同
國
續
貨
の
之
に

.相
：
#:
す
‘
る
'高
に

.
對

し

て

を

を

喪

却

す

，る
之 

ビ
な
か
 

'る
可
し
。.
銀
ば

.價
格
を
.有
す
る
こ
と
な
し
ど
主
張
す
可
か
ら
ず
、何
と
な
れ
ば
：造
；幣
契 

約
書
は
孰
れ
も

^

I

に
.通
貨
の
外
附
的
稱
呼
を
確
定
し
、又
是
等
の
外
附
的
稱
呼
に
，於
て

s

i
 

は
る

可

き

商

人

又

.は
«
入

商
に
對
す
レ
；

^

の
價
格
又
は
價
値
を
浞
定
す
る
に
努
む
る
な

'レ
。而 

し

て

日

常

の

_

驗

味

銀

，
の
，

®

質
に
際
し
、そ
は
現
時
に
於
て
搔
に
金

®

一
 

故
度
に

»

す
る
六

+
 

I'f

志
、ゆ

'相
場
を
超

過

す
る
に
.拘
ら
ず
、做

母
^

外
附
的
稱
呼
に
.於
て
箅
定
せ
ら
れ
た
る
爆
格
又

.

...
 

: 

.
 

.
 

.
 

. 

. 

.
 

. 

. 

■

I. 

,
 

.
 

.
 

.

.

.

.

は
偾
値
を
有

^

る
の

#

實
を
吾
人
に
示
す

♦か
故
な

&
。
'
鍵
に
提
唱
ぜ
ら
れ
た
.る
股
迤
の
上
に 

鐳
造
せ

ら
れ
た
る
五
志
は
眞
に
現
今
普
通
に

上
述

.の
地
代
、收
入
及
び
債
務
の
烫
挪
に
供
用
せ 

ら
る
、
通
貨
中
に
於
け
る
ょ

h

も
遙
に
眞
，正
に
し
て
內
杻
的
な
る
銀
の
價
値
を
有
す
可
^
ゃ

箱
士

s
 

a

七五
}

蹄
，
就

吹

1

心として.
筋ニ號ニ七
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^
t
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.
m-
v
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ot.p4^

命

陇

ス
 

9
7ア
少
クx
.
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'
J
S
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吹
歸
»̂
中
心
:̂
し

て

.
2&V

: 

:

c

I
 

i喚
趄
t£
らt

な
貨
幣
論
議

 

:

钚
二
馱
二
八

而
し
て
最
後

.に
、麵
に
攆
唱
せ
ら
れ

’犮
る
貨
幣
抓

.通

の

，
原

基

は

銀

、
の

'债

格
$

の

關

係

に

於

て

，
.正 

當
乱
つ
合
理
に
し
て
現
今
の
價
淞
に
於
.け
る
剪
截
貨
幣
又
は
金
を
以
て
支
拂
ル

，る

、

ょ

り

も

之
を
变
理
す
る
者
代

‘：取

ム

て

贫

.利

な

る
可

§

が
故
に
、凡
そ
這

_個
新
旅
»
の
下
に
鱗
造

せ

ら

れ

-
 

...1.
 

.
 

.....•;- 

«.
 

•
 

•:.... 

.

.

-

芡
ば
流
通

^

し
.め
-
•ら

る

>
貨
幣
を
受
挪
す
可
き

'總
.
.て
.の
人
は
同

1

率
を
以
て

.其
•支
挪
、收
‘益
及

び
鏃
费
を
受
く

.可
し
。•

而
し

.て
愛
に
.提
唱
せ
ら
れ

^
る

銀
價
の
陞
高
に
ょ

5

て
眞
の
掼
失
を

.

.

.

. 

»
 

.

.

.

;

.

.

变
く
可
き
老
は
獅
：办
特
に
剪
截
せ
ら
れ
ざ
る

.重
貴
を

-以
セ
支
拂

IT
'
-
.受
.く
可
き

‘こ
ビ

を
企

'11
し 

将
冬
瀞
の

.み
な
办

(
P
P

 

.71-82

0 0
'''

?

.-

i

3
從
‘來
地
金
は
銀
貨
に

”比
し
て
大
な
る

’價
格
を

'保
有
し
來

&

た
る
が
故
に
、政

.府
0

率
(1 

’把
揠
妹

&

W
で
釋
幣
局

‘に

奪

致

せ

ら

，る
>

>J
V
部
处
を
除
.き

て

は

輸

入

商

又

は

其

他

の

者

“

，
.ょ

, 

• 

.
•
.
: 

•
 

.
 

.

.

.

.

.

. 
,
 

.
V

 

.

.

.

.

.

.
I*

. 

' 
.

:

P

造

幣
^
,
_
.的

：を

：
以

て

此

斯

矽

輸

猶

せ

&

へ
る
、
も

め

な

き

を

以

，て
、鑛
.造
.せ
&

る
.
、
^

爲

K

造

浒
局
に

」

地
；金

#

輸
致
す
華

|?
:

_勵
算

4

M
爲
に

.鈒
貧
の
價
値
を
引
肩
ぐ
可
き
も

©

*
.も
。.爾

.

.

.

.

 

-
♦

 
.

 

.-
''

 

.

.

.

.

 

- 
*
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.

S
鋳

貨

の

總

S

を
僧
加
し
、是

It
由
*

て
ff
i

は
#
:

t
:

般 

0
-宴
求

I;
遞

，
應

，
す

：
る

を

#

せ
：レ
む
可
：し
。

即
ち
我
ー
銳
交
易
及

.び
商
業
を
遂

« :
し
、而
し

^
0 

多
ife
約
の
煅
行

'證
#

支
挪
及
び
其
他
：

0

常
の

」

必
.要
に
應

>
 
る
.が
爲
に
：は

M

忆

大

.^
る
«
酹
の

供
給
を
要
；す

^
£

に
し
：
て
：、近
來
掛
眞
證
嘗
の
使
.用
多
く
行
は
れ
、而
し
て
又
都
鄙
共
に
貨
物
，
 

K

換
の

.爲
に
事

.務
所
の
建
鼢
，を
見
る
に
至
れ
る
主
た
る
原
因
は

-«
幣
，
.の
+

分
.な
る
現
在
高
を

.
 

潘
ざ
る

u

茌
.る

^

令
。

.(

第
四

)

剪
截
を
蒙
ら

H
,

る
舊

«

#
及
，び

•玆
に

.傲
せ
ら
れ
れ
る

‘新
•鋳
貨 

啦
に
：於
け

.る
銀
は
支
挪
の

1混
亂
及

： ^
不，，
s

r

避
く

.る

.が
爲
に
等
し

:<
§!
上
げ

5

る
.可

& 
i

の
 

な
り
。
即
ち
同

.
j

の
木
さ
を

‘有
す
る

# ,
片
が
相
興
れ
る
價
値
を
有
す
可

‘き
i

0
ミ
せ

.ば
，
|
.
©
 

人
民
，殊

K
箅
數
の
被
能
を

.轺
せ

.ざ
る
赉
に
取

6
セ
妓
訐
箅
上
の
困
難
ぁ

.る

.可
く
，且
つ
貨
幣
に 

關

す

；
各
種
の
瞪
書
類
，に
對
し
-支
拂
は
る
可
き
適
法
な
る
英
國
貨
幣
に
關
，し
多
少
の
諭
爭
ぁ 

る
可

&

な
り
。

(

第
五

)

玆
' に
.耀
唱
せ
ら
れ
た
る

•
ク
ラ
ク

x

に..舞す
る

.六

.志

H
片

0
原
基
は

.單
に 

現
.
•在の
，

.

塊
相
、場
に
逾
合
す
可
き
•の
み
な
ら
す
、恰
土
曾
て
提
唱
せ
：ら

'れ
た
，る
小
鋳
貨
の
用
を 

爲
.す
可

§

可

-#
數
又
は
他
の
整
數
の
多
數
に
鋳
造
せ
ら
れ
#
可
き
高
た
る
可

く

，

斯
く
て
其
孰 

れ
ビ
雖
、一

,
フ

r
デ
ン
，ダ

.
以
下
の
；端
數
に
淤
て
现
る
る
こ
ビ
な
く

.#
て

’

j

般
人
民

‘
の
間
に

於

け
 

る
頰
勞
を
避
く
る

^

. 

$大
.な
る
可
し
。

(

第
六)

此
計
擧
に
依

.5
、帳
筂
に
使
用
せ
ら
る

、

«

1心及 

び
片
：女
以

.て
す
る

*

て
.
の
社
，箅
並

.に

.英
國
々
法
及
眯
記

‘錄
、數
約
書
邦
他

'0
騰
書
類
中
に
常
用 

る
：：

>
趟
馬

克
，
.半
，，馬
克
.、志
及
び
片

を

»-
•

て

す

る

t

算

は

侬

然

亚

し

く

保

特

せ

.&
る

可

し

o
.
. 
.

I

s

,
 (

'
,七七)

傭 

B 

l

i

u

m
 

卿
l

_
-E
J

C

f
 心 

t
て
第
二
破
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第十
■

'

(
一

七八)
1

就

|
|

益

S

翻
中
心
と
し
て

.

辩

ニ

被

3
0

(

第
七

)
此
方
法
に
依
ト
て
页
に
小
額
な
る

■

貨
杞
切
諸

.if
る
が
爲
に
现
'在
の
姆
截
せ
ら
れ
ざ
る 

鑄

貨

を

囘

收

す

る

，の

喪

な.き
に
.蚕

る

可

し

。

此
種
正
貨
の
大
，，部
分
は
：現
今
貯
藏
せ
ら
れ
つ

 ゝ

あ
る
.が
故
に
、興
價
姐
を
；引
上
ず
名
.に
：曲

$

て
新
貨
幣
の
鶴

.造
せ

'&
れ
つ
、
あ
る
叫
に
、流

0

場 

裡
に
現
れ
て

.商

»

祖
稅
の
支
拂
及

.び
其
他
の
必
要

.

.に
應
ず

’
る
こ

^'
大
な
る

.

.可
く
、以
て
剪
®
貨 

.
'幣
の
改
鶴
を
可
能
な
ら
し
む
可
し
。

(

第
八

)

剪
職
し
去
ら
れ

.た

.る
銀
の

.欠
缺

.大

.な
る
が
故
に
、與 

■•
m
货
粮
中
に
殘
存
せ
る
，銀
の
價
値
を

.引

.上
ぐ
る
こ

.w

な
く

.し
て
之
を
改
善
す
る
の
策
を
®
す 

る
こ

^

至
難
な
々
。
添
九

)

我
剪
概
せ
ら
れ
ざ
る
，货
幣
及
び

.玆
に
提

.唱
せ
ら
れ
.た
る
新
解
貨
は 

*

前Q
:
提
.；

議
に
由

^

舊
本
位
の

‘品
，位

.を

*
.

持
し

■た
る
と
等
し

.く
、這
次
.の
提
議
に
由
ぅ
彼
等
は 

典
k

«

.各

.刺
の

f

又

は

容

蹲

に

於y
現
在
の
本
位
を
持
續
す
可
し
。
實
に
是
等
の
提
議
は 

M

貨

中

に

於

け

る

：銀
み
價
_
 

ふ
.も
の
に
し
て
、喷
：欠
造
修
を
獎
勵
す
石
が
爲 

に
僅
に

‘
1
ォ
ン

.
ス
に
就
き
半
用
の
超
德
有
る
の
外
，之

.

.を
我
地
金
又
は

'銀
，塊
，の

時

價

に

等

し

.か

.
 

&

^
め
、.而
.';
1
.て
又
、現
4

吾

人

の

間

^
流

通

し

つ

、
あ
る
•外
，國
貨
幣
の
價
格
•に
對
し
近
似
の
比 

率
を
維
神
せ
七
め
、而
：む
.
W
同
一
の
外
附
的
稱
呼
を
有
す
る
總
て

.0'

.餞
貨
十
に
均
等
を
來
し
、斯 

く

'v
c
前
^

の
：記
：錄
と
並：

行
を
贫
缺
く
が
伽
き
、我
_

貨
に
關
狐
せ
る

‘禍
遨
を
救
治
す
可
き
な

6
。
.，

命
し

i

 
土
げ
傘
れ

S

慎
俥

S

富
.
S

海

^

に
ょ

ク

て
之
を

M

0

P

0

.

の
霧
に
切
諸

{/
:

を
の
煩
勞
又
は
、

®

用
を
舉
せ
ず
し
て
引

.下
_げ

6

 ̂

s 

^

现
今
に
て
は

.始
ど
全
く
ギ

n.

丨
及
び
半
ギ
二

 

I
を
意
味
す
る
'に
至

>
9
,

た
る
：金
：貨

•
.に
.就
き
て 

觀
る
匕
、彼
等

:ft
•初

^

王
政

®

古
後
久
し
か

S

す
し
て

(Charles 

二
世
の
辭
ニ
十
ニ
年
®
造
せ
ら 

れ
、ギ
ニ
 

！
に
對
し

s

l

_

 

V
-

て
は

.十

志

を

s

 

f

 

#

f可
I

 

命
せ

.
:^
.れ
た
る
も
、而
も
我
國
民
：は

'常
に

.其
金
を

‘餘

h

に
'
®重
し
過
ぐ
る
の
傾
向
あ
る
が
故
に
、
 

彼
缭
は
絕
え
中
是

.以

.上
の
、
©'
格
を

^

て
流

51
.し
、西
班
牙
、#
太
利

td
&

p

q

K他
の
地
方
に
於
て 

は
.我
四
ク
一
フ
ク
ン
の
原
位
に
等
し
き
銀
を
購
入
す
る

z W

能
は
ざ
る
に
拘

.ら
ず
、現
今

K

て
は 

ギ
二 

t
貨は三十志に通用しつ、あ
る
ぶ
而
し
て
若
し
金
が
銀
比̂例して騰货せ 

ぅ

S
せ
ば

I

ク
ラ
ク
ン
ホ
に
於
け
る
銀
の
標
準
價
値
，れ
る
五
.志
ゆ
氟
塊
唞
に
於
け
る
同
一
銀 

の
.現
在
偾
値
た
る
六
志
ニ
汴
半
に
和
常
す
る
と
等
し
く
ギ
一
一
ー
中
に
於
け
る
金
の
標
準
®
値 

衣
る
二
十
志
は
ニ

'十
四
志
十
片
に
相
當

f
〃
る
が
故
に

-?
ft
時
に
於
け
.る
 

一
¥.
一一 

ー
は
當
に
二
十 

四
志
十
片
に
通
用
す
可
き
箬
な
る
も
、而
も
そ
は
明
に
是

ょ

，̂

も

五
志
方
萵

く

通
州
し
'

ク
ラ

f

 

1卷‘

(
1

七
九)

,
論

耽

.

5

5
 

5
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第十三

f

 

a

八
9

論

0, 

I

紙

脚

|

鸛
篇

I

心
と
し
て

-
f'
i
; 

i
 

少
レ
中

.に
於
け
る
叙
が
約
丑
分
の

.I.

騰
貴
せ

‘る
.間
に
、一
ギ

^

丨
中
に
於
け
る

\
金
は
：
3£
に
大
な 

る
比
率
を
以
て
騰
貴
し
、寒
全
咚

3

分
の

' !

の
增
價
鉍
爲
せ

■
る

0

事
‘實
を
觀

.取
す
な
を
耍
す
。

這

佩

一

ダ

.一
一
ー

に

就

咎

五

志

め

騰

貴

は

現

在

我

國

レ

取

h

て
著
大
.な
.る
损
害
た
.各

可

ぎ

の

.

偏

餌

1
.

般

立

贤

が

現

命

彼

，.等
.；

@
:
爛

奪
流
_

^
<>
¥

K
な
鐵
‘
« 

n
堪

ゆ

る

i

り

も

寧

ろ

祐

ど

.其
：雄
率
：却

顿

ぬ

論

讀

.参

ザ

- V

貨
务

に
0

机
.る
-

で̂
-
};
、*

レ
く
僞
造
：せ

ら

れ

翦

«

«
ら
：れ
^

る
#

1

_ 

る
を

'得
可
さ
を
知
ら
ば

-我
金
貨

.Q'

瑰
字
像

#:
:
:變

，運

す

る

名

：何

等

：利 

可
'し
o
，而
し
て
茈
し
き
原
'
*の
上
に
.
是

等

獨

翁

«

を
.定

.»
す
^

• 

貨

9
改
善
に
存
.す
可
ィ
、そ
は
：«

去
の

.轉
驗
へ
U
靡
i

何
等
の
：效
.果
”存 

に
對
し

.て

一.
定

.の
惯
格
を
設
，

.«
す

る

 ̂

t
 

る
方
法
に
ょ
な
寐
に

.ギ

.
ニ
.厂
貴
ヒ

.各

_

約

_.
_

+
五
.志
：
^
.低
^
^
可 

t

斯
.く
て
！
^

^

は̂
之
が
推
論

.ビ
し
て
寳
易
の

1

額
は

'英
國
，咴 

に
於
け

る

錐
の
缺
乏
及

-び
外
國
爲
替
に
侬
必
損
失
に

_

す
る

.本
來
呤
原
因
、た
る
.が
故

■

に
、苟

も

:

'
:
. 

,
• 

- 

' 

. 

L 
.
 

. 

.

-

 

_
般
の

#
.

警
減
タ
し
又
は
：

^

を
戀
じ
て
我

^
有
：利
な

&

し
む
-
可
き
合

S

の
*

策
は
總
セ
傾

f
cし
て
‘酣
'し
て
其
原
.因
は
.
 

藥

る

可

鲁

勉

險

及

^

煩
勞 

收
受
サ
ん
こ
と
を
欲
す

る 

'
の
.粗

®

な
る
現
狀

R
歸
ず 

す
洛

所
な

き
，」

w

明
な
る 

曙

¥ ®

 

:■«
濟
策
：は

*'
'は
..
銀 

'

せh

か
’
.公
權
威

R
依

6

之 

自

然
^

.し
て

fl
つ
輕
易
な 

.

.. &

.こ

...该

殆

v
i?
■.疑

な

.；

■き

v

 

所
.
®
.

I

; !

へ

聽
に
値
す
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'き
ネ
な
る
も
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貿
學
の
；平
衡
は
我

_

の
改
善
，せ
ら

.れ
：又
は

.其

流

祖

に

：對
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レ

:^
^

;1
&

な
.る
_
.礎
を

»

定
：:;
^

る
可

§
:

も
の
な

.
&と

想

％

す
1る
の

4
 

案
は

：：總

そ

病a

:
s

救
治
を
纏
延

#
仏
め
、斯
く
の
紐
&:救
濟
策
が
效
琅
を
奏
し
得
る
に
先
立
ち 

病
患
：は

®

人
を
斃

t

こ

^
あ
る
可

a

ビ
；主

^

せ
\

佛
人
の
所
、謂

^
a
.
a
o
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M

f

ず
；及

.び
，古
時 

民

©
.所
謂
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r
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の
、
眞
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i
:つ
：合
理
な
る

”
調
整
は
古
為
も
本

_

賴
化
於
：け

る
最
も
重
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な
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^

‘

る
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と
方
々
と
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p
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讀
贵
は
此
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一|

章
に
於
て
英
國
內
に
於
け

.る

.

.
金
.銀
貨
の
現
狀
を
說
明
し
、

*

づ
0

0
 

fe
幣

上

、
他

用

サ

，
ら

f

た

る

.
'
一

 

個
.
.
の

派

酿

即

ち

鱗

を

以

て

印

刻

す

る

も

の

と

‘
日
日
と
稱
す
る
勝 

機

に

ょ

1
も

の

と

に

就

造

の

過

辟

を

說

含

孰

れ

.か
剪
截
.傲

造

义

は

錄

潰

3

る

>
 

の
勉 

險
最
も
少
な
き
、
や
を
硏
究
し
、、後

赉

は

前

漭

に

比

し

剪

截

及

び

僞

造

の

處

•逾

に

鮮

少

な

る

を

主 

吸
し
、鐵
»

の

罪

惡

は

古

來

前

f

®
し
て
も

加
へ
ら
れ
、殊
に
典
蹵
目
大
に
.
‘
し

i
 

く
磨
掼
を 

象

^

^

る
斿
に
ゎ

^

れ
た

-CS

と
雛
、而
も
後
者
.
.
の
通

.用
を
見
る
に
淺
：

&
七
ょ
ゲ

.は
？战

,

卞
^
量 

目

1

び
©
«

'^
因
ぅ
溶
解
は
主
ビ
し
て
此
種
の
も
の

R,

加
へ

.&
れ
た
る

^
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秫
共
に
同

f
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第
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餘
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淨
ご
與

.

ミ

量
自
及
び
乱
位
を
有
し
同
一

.
の
.價
格
を
以
て
流
通
す
る

.に
至
ら
ば
、丼

、一
方
が
他
に
比
し
て
道 

般
の
禍
害
を
駿
る

0:
鹿
大

.な

.る

z
\
y
j

な

き

に
茧
る
可
く
、，而
し
て
鑛
：货
中
に
..於

W'

る
•銀
が
地
金 

，
中
に
、於

け

る

銀

と

同

一

ff
i

格
を
有
す
る
場
合
に
は

■兩
裁
は

.典

に

：溶

解

の

，危

險

，を
"免

る

、

を

得 

可
し
ビ
論
結
せ
り
。

.第一

.：一に

.彼
は
現

.今
國
內
に
殘

#
し
つ

.

 

>
あ
る
も
の
ミ
推
定
せ
ら
る
可
き 

銀
貨
の

.金

.額(

剪
截
せ

.ら
れ
农
る
も
の
と
然
ら
ざ
る
も
の
ビ
に
，

.論

.^
く)

を
穑
箅
せ
ん
ビ
し
、先
づ 

第一
に女
王、

.

J
a
m
e
s

一.
讹
及
び

0
1

か

一

世
.の
三
治

.世
中
に
鋳
造
せ
ら
れ
た
.る
銀
貨 

の
全
部
を
合
钟
し
て
一
千
五
瓦
十
离
九
、千
四
瓦
七
十
六
磅

+

三
志
五
片
を
.，

第
ニ
に
是
等
の 

.も
の
、
內
、溶

»

改
餹
又
は
喪
失
せ
ら
れ
た
る
高
を
推
定
し
、第
三
に
全
體
ょ

.̂:

之
を
控
除
し

■て、
 

上
'記
三
治
世
の
鶴
貨
巾
現
在
に
存
す
る
も
の
は

‘其
三

.分
吵
一
に
相
當
す
る
五
西
〇
三
興
六
-千 

:

.四

W

九
.十
'

 

ニ

#

を
超
，ゆ

る
z 

i

k

か
.る
可
し
と
做
し
、而
し
て
，第

ra
に
此
窣
額
に

C
h
a
r
l
e
s

一
 

世 

の
治

«|
:
以
後

'に
鐵
造

’せ
ら
れ

-/
2
る
も
の

.
並
に

.
E
H
S'c
r
e
t
B
女
王
以
：

.
'f
に
鑄
造
せ
ら
れ
た
る
鈒
貨 

.
中
溶
解
を
免
れ
た
る
も
の
五
十
六
捣

3

千
五
莨
〇
八
微
を
加
へ
、剪
截
せ
ら
れ
*
る
も
の
及
び 

然
ら

^

る：：もの
、貯
藏
せ
ら
れ
为
る
も
の
及
び
瑰
今
國
内
に
流
通
し
つ
、
あ
る
*
の
一

切
を
加 

:
—

へ
V本
位
：銀

.貨
の
金
額
：は

五

¥1
六
十
.萬
0

ビ

癘
篱
せ
.ら
，る

、
を

#
可

しW

做
し
、而
し
.て
其
內
四

西
萬
は
多
少
の
-相
違
こ
そ
あ
れ
、孰
れ
も
剪
微
夂
ょ
り
て
削
減
せ
ら
れ
た
る

4

の：な

b

s
^;ば

：， 

國
內
に
殘
府
す
る
重
貨
は
約
一
百
六
十
敌

.破
な
る
可
く
、®
し
て
其
大
部
分
は
蓄
療
せ
ら
れ

、自
ー 

餘
の
も
の
は
主
と
し
て
偷
榦
ょ
ぅ
最
も
遠
隔
な
る
地
方

^

流
通
し
つ
、
あ
る

i
:の
i
 

I專
せ

：
'
 

K

V
第
三
に
彼
は

9

在
せ

.る
剪
截
货
幣
が
果
し
て
如
何
な
る
程
度
迄
其
最

@

を
«

少

^

る
.や
 

を
推
定
せ
ん
乙
ビ
を
期
し
、首
て

R
o
&
e
s
t
e
r

伯
•の
大
藏
卿
允

5
し
.際
'に
、國
庫
：に

.於
；て
受

0 |
:し
た

„
 

る
總
て
の
.金
鐵
を
秤

®

す
る
の
制
を
設
け
し
が
、是
に
曲

.ぅ
て

.j

出
納
官
の
錄
す
る

0

x

.

0

k 

昨
年
玉
月
ょ

h

七
月

R

M

:

>'s
t

_

R
領
收
せ
ら
れ
た

る
各
' 1.::

否

讀

：の

翁

囊

：苯

百.七

+

与
 

量

を

揭

げ

た
6

。

今

造

幣

原

位

に

從

♦ふ

に

銀

货

 

一
W

磅
ス
‘•
タ

ー

タ

ン

グ

の

量

目

は

，金
*
5

十
 ゝ

ニ
封
度
三
オ
ン
ス
一
。へ，二

 

? 

? 

^

1
ト
ニ

.+
ニ
汉
に
し
て

-#
て
個
數
を
以
、て
す
れ
ば
五
萬

^. 

千
ニ
百
磅
を
包
有
す
る

-上
記
の
金
鐵
は
ニ
十
ニ
萬

1-千
四
西
十

 <

 
オ

ン

ス

十

六

ぺ

- ,
丨
ク
工 

—

ト

八

巧

を

有

す

可

，§

發
‘な

る

に

眾

に

十

一

菸

三

千

七

莨

七

十

|:オ
ン
ス
五
ぺ
ニ 

I
ク
，
工
I 

丨
の
筑
*

を

有

す

る

に

.過

ぎ

ざ

る

|:
見
出
せ
，6
。

.即
ち
を
は
‘量
目
に
，.於

て

+

捣
七
.千
.六
百
四
；
 

十
七
オ
ン
ス
へ
ニ
ー
ダ
工
ー
ト
.八
反
の
不
足
を
有
す

4

な

り
0

，
彼

は

是

，
.に
.
®き
‘'て(

一)

‘
-: 

般

.に

流

，通

し

ヴ

、

あ

る

貨

幣

は

二

分

の
’
一
.弱

を

減

殺
'せ

ら

れ
•つ
.
Vあ

る
Z

ミ
、

(

ニ)

以
上
，金
_

の
.

第
i

:

 

(

！

)

論
‘ 

-

i
i

s
E

I
I

I

欧 

J

!

て 

I

 

.

三

•承



-

-
i
d 
^-

--
-

u
i 

t 

- 
h 

lu,
-

-
i
-
^
^
-
1

>

l
i
l
i
u
-
- 

?
}
l 

I 

i
l 

-
I 

,
; 

l
i
\ 

, 

i 

-
1
I
I
i
l
i
™
I
I 

t 

t 

]

!

!•
'

_ 

- 

- - 

, 

、
 

. 

■-
‘ 

( 

.. 

. 

!■
■
.
. 
> .

,
-.. 

-..

:
.
;
-
.
'
:
-

•
 

- 

:
 

\ 

.

.

.

. 

• 

.

.

.

.

.
 

-
- 

.

■
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、
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i
 

★ 

- 

I 

.ハ兮
7.
ア
>;
タ
ス
.槭
の
食
幣.铁
錄
か
中̂
と

し

ズ
.缚
二
-號

，

三
六

郯

十

三

怨
C

A
P>
、

1

0

喚
越
せ
ら.れ
^
る
貨
幣
論#

丨
. 

"

イ

こ
^

ひ
、'if
f

し
て
災
內
-に

.

.存
ず
る

—

幾
分
の
剪
截
せ
ら
れ
ざ
る
貨
幣
に
對
し
、技
つ
义
國
庳
に
致

.

‘

さ
る
、
貨
幣
ビ
ー
般
人

Ja
の
間
に
流
通
す
る
も
の
と
の

.間
の
楚
逸

(

即
ち
前
者
は
大
低
剪
截
を 

受
く
る

Z

ビ
最
も
大
な

.
る
.貨
幣
を
以
て
支
拂
は
.る
、
が
故
な

^

に
對
し
.て
極
て
小
額
の
參
酌 

を
兮
ふ

.に
由
ぅ
て

^

し
英
國
內
の
總
て
の
剪
#
«
幣
が
同
時
に
砰
遗
せ
ら
る
、
を
得
へ
可
し

S 

.

せ
ば
、其
標
準
量
目
に
對
し
全
然
之
が

1

半
を
失
へ
る
を
發
見
す
可

&'
石
並
に
匕
3
茗
し
多
少

|

拘
‘ら
ず
剪
微
を
蒙
れ
る
货
幣
が

> 
獲
に
推
定
せ
ら
れ

'た
る
が
如
く
個

’數
’を
以
て
す
る
時
は
四

ft
.

:

,

.

■
.

 

'
:

'萬
に
達

f
 

Sせ
"ば
、舊
原
基
の
上
に
之
を
改
饍
す
れ
ば
僅
に
ニ
西
离
を
得
る
に
遇
ぎ
ざ
る
可
ぐ

、

.

其
R

圪
亦
正
に
 

一一
W

萬
に
逄
す
可
き

^ '

、而
も
現

ク

ラ

ク

ン

- «

に
對
し
六
志
三
片

K

進
の
上
 

> 

.

.
に
.之
を

"改
蟪
や
ん
へ
かK

述
せ
石
剪
職

.

.貨
：幣
め
高

.は

.ニ

.西
五
十
禹
に

.改
嬙

.せ
ら

'れ
、而
し
て

_公
费
，

:.
苦
し
く
は

^

殊
の
人

.々
の

.孰
れ
か
又

’は
.兩
：廣

^

與
赍

V
J

爲
る
可

.し

V
J

檄
算

.せ
ト

(pp. 

9
2
I
1
S
.')

。

:;
:
次
で
 

Lowrides 

は
論

3:
'

«
に
'入

>

て
、鏺

_

論へ
*
.ォ
V
。

0 

w
^
.
.
 ̂

L 

0 

N
.

ぁ
る

.今

0>
時
機
に
於

.て
-龈
貨
改
鑛
の

'擧

^ ;
^
:

へ
圖
す

v

^:®

る：
.機

®:
を
失

.ぜ
る
.

一

辩
入
を
爾
磁
し
；而
し
て
.商
*

を
：促
進
し
、太
；_

家
の

存

立

其
#

去
關

係

あ

る
# -
私

.の
：收

入

，»

代
 

傭
^

满

他

^

必

舉

に

：充
，̂
る

ー

爲
^
有

用
.な
：

る
.：

可

き

正

貨

：
を

：
生

：
ず

.る
±

に

於

て

#
等
不
，可
缺
；
 

の
i

-

0

^

:
る
を
如
何
せ
：ん
。く
斯
く
て
彼
は
’
*

#期

比

於

て

#
截
.貨
幣
.の
：改
鋪
，?:
-

_
定
；サ 

振
の
：，)1
琛
に
獠
し
禪
を
捧
つ
:;
て
.
»
.貨
％

關
皆
：る
疾
患
.を
叙
述：；

し
、以
て
‘之
が
-載

斷

を
翁
權
威
_に
：
 

肩
ね
#

〜

。n

_
ー，赛

常

摊

1

し

士

、
あ
.る
，銀

貨

#

し

く

ば

支#

#
際
.：し

提
.共
：せ

ら

る 

> も 

の
：は

蘇
§
缺

損

多
.參

.¥
:«
な

る

が

释

に

、
.

『

般

人
«

は

殆

ど

：
皆

こ

個

.
三̂

志
：內)

外
：を
；以

七

，
ギ
：
ラ 

J
tt
を
.受
_

す
.る
1
.故

て

相】

，致
i

i;
由
.
>
 て
現

時
に
■於
け
る
發
塊
.相
槔
又
は
；ク
.ラ
タ
シ 

貨
：ね

_

^
六

涂

3
.授
の
.
.顧
進
.ド
引
：上

げ

^'
.れ
た
：る

場

合

に

^
貨

の

維

持

す

.可
§

*

#

G相
し
、
 

國
，內

忙

於

七

余

を

海

に

’
高

き

價

格

に

用

上

ぐ

る

衣

K

V
O而
し
て
此
地
に
，於

け

る

這

個

法

：外
な 

る
金
の

.
&格
は

.外
國
商
人
を
誘
.ひ
て
興
多
量
を
我
に

•輸
入
し
、之
に

，
^
へ
て

(

ニ
我
鈒
を
鋳
货
の 

爻
、
か

.又
は
溶
解
し

_
て
輸
出
し
、

(

ニ)

我
國
逄
の
貨
.物
を
解
入
.し(

航
海
_の

休

止

は

平

時

‘
に

於

け

る 

が
如
，く

與

鄕

ょ

$
輸
致
せ
ら
れ
た
る
財
貨
の
；餘
剩
を
吾
人
.に
與
ふ
る

乙
，
ビ
.な
き
に
至
ら
し
め 

た
或
は

(

三)

爲
替
手
形
に
由

&

て
其
の
金
の
價
値
を
囘
收
す
る
な
卜
？
以

.上

三

個

の

場

合

-
に 

が
て
彼
等
は
孰
れ
も

.其

,#
に
由
り
て
不
當
の
利
胸
を
收

'め、是
‘に
由

&

て

»
て

熟

國

富

の

大
-f
p

l

i

.(
】

i

 

輪 

'

l ;
s

E

i§
l l
8

m

 

I

.

三七

る の



笫
十
羞

(

j
>v
s
' 

分
，を

涸

渴

せ

し

む

，可

き 

銀

塊

又
•は

銀

貨

.

.
は

實

に
 

て

^

.

‘
相

違

，は

5

な

.き

だ
 

至

る

可

し

。

第
‘ニ
.の
場 

而
，も

是

等

•の
.
•貨

物

に:
し 

商

•人
.の
：手

中
.に
•歸
.
.す

，可

せ は な る 丨 こ る  

る 我 ! ) に し 、

V
.

ネ
へ
ハ
9
:7
.ブ
.少
ダ
ス
觸
e>
度
幣
故
靜
か
屯
心
と
し
て
.
.
.琪
ー
：|择

...'.rrl

へ
.

論

•餅

.
產
せ
ら
れ
れ
る
货
幣
馨

.

、
■ 

■

乙
ビ

.必
S

な
る
も
、而

も

特
に

.第
ニ

9
場
合

,

_

:泰

喊
_
«
:せ
ら

'

之
に
對
し
て
輸

'入
せ

.ら
れ

.た
る
金
ょ

•り
.^;
:遙

寫

.M
:t
&
;%
-
^
>

」

の：

に
.銀
の
不
足
に

.苦
み

.つ
、
ぁ
る
英
國

.fc
取

湯

な

‘

.應

寄

な

合
に
於
て
は
彼
等
は
外
國

.市

.

.場
に
我
國
產
を
猶
输

^

る
故

#

‘

イ
我
：：.商
人
：に
由
：ぅ
て
彼
.地

に

輸

致

せ

ら

，れ
：ぶ

：が

述

:#
'
る
.：利
_

:
き
な
り
。

.
而
：し

セ

第

三

の

'場
合
に

.於
て
像
棘

'等」が
：-

其金
：.

を
，發
ぃ
遂

地
•
.に
^

值
値

-を
岡
收
す

‘
.る
が

.爲

.

.に手

.

.形
を
發
行
す
る
の
必
耍

‘大
な
：る

.ぬ

由

り

、
著
^
.
ぐ

和

窗

に

1

す
る
爲

«

を

E

F
す

^

に
資
せ
る
も
の
次

/
&。
を
は
種
々

•な
.る
原
因
ょ

6
,し

V

國
'家
：が彼

地

.に

送

致

す
る
.總
、て
の
：货
幣
に
對
し

i

a
it
.就
き

•約
四
志

'を
失
..ふ

迄
'^
甚
.し
く

.低

卞

し

、
_

し

て

®
.设
の
損
失
は

®

®

.に
於
て
實
，に

-
'章
大

'2
:
る
高
に
達
す
る
な
り
。

.
而
し
て

H
a
m
b
u
r
g
l
r

及
び

束
方
諸
國
に

'對
す
る

.爲
替
は

®

に
..低ぐ
、而
し
七
地

.中
海
，の

.各
__に
對
す
る
も
の
は
尙
マ
靨
我

.

^

不
11
1

な
る
も
の
；な

* 

b

o而
し
て

f

個
法
外
な
る
ギ
ニ

 

I
貨〗

の
.騰
貴
は
少
く
ぐ
し
も
大
部
分
'白 

货
の
劣
悪
ビ
缺
陷
ビ
に
歸
す
可
き

%.
,の
な
を
が

&

^
、銀

1

0
改
善
及
び
囘

.復

を

措

き

で

金

■
.を 

H

に
^

調
又
は
合
理
な
る
價
格
に
引
下
ぐ

.可
ぎ
の
，

■方
'策
：
.存せざる.̂
&。
：̂

-§
現

漱
.に
_於
て
は
，我
摘
'並

に

我

商

業

灰

汉

取

引

ば

瑰

存

せ

■る

有

ゆ

る

I
货
¥

ち
、̂

し
.く

»

輕

南

» 

の
使
用
ど
效
，益
；と
め
大
部
分
'を
_

失
し
ヴ
、

あ

る

な

b
。

.重

«

は

議

會

が

改

鋳

の

意

志

を

箱 

す

る

乙

ど

.明〔

白

な

：
る

に

及

、
び

、

殊
：；

に

之

を

一

所
.有
.せ

る
#

殊

の

人

々

に

ょ

；
^
象

憤

値

の

引

上
^

# 

，
豫

期

し

て

蓄

，藏

聲

ら

，

、

に

至

：

&

し
へ
な
？
。
.而

し

て
«

貨
.の
大
部
分

.ば
支

.挪
に
際
ね

v

提
共 

せ

ら

れ

たる
：；！

合
，

U
,

全
然
拒
絕
せ
ら
れ
で
流

'通
せ
ず
、從：て
其
鱗
造
せ
ら
れ

.た
.̂目
的
に
資
す 

る
こ
と
な
し
、斯
く

て
•兩

#
共

に

死

金

た

る

に

至

る

な

b
。
.
藤
三)

通
.貨

0
毁
.掼
、削

鱗

あ

^

傳

造 

に
•因
.办
國

內
到
I石
.處

の

靡

.市
、市
.
1

M

及
び
其
.他

の

場

所

に

於

で

ゴ

を

孤

用

せ

し

む
^

き
'や 

,又
，は
拒
否
ず
...
可

や

.に
就
-き

令

我

國

民
.の
.間
に
.大
.論
0

,

s

k

し

公

金

を

檄

.亂

す

る

Iに
没 

れ
t

輝
多
の
賣
質
.耽
引
ば
全
然
.勝
罷

せ

ら

れ

て」

般

交

易

を

減

殺

，し
、人
.は
總
て
の
資
質
契 

約
を
締
結
す
る
に
先

d

ち
第
，广

R
彼
が
典
貨
物
に
對
し
セ
受
画
す
可
き
貨
幣
其
物
の
惯
値
を 

-

決
定
す
る
の
必
翦
に

«
.ら
.
'れ
、而
し
，で

典

支

柳

は

.る
可
き
通
貨
如
何
に
據

I

て
其
貨
物
の
®
格 

を
設
定
す

.る

な

な

。
：
避

實

，に

商

，貨

の

み

な

ら

ず

、食

角

.品
其
：他
：庶

民

.の
生
活
必
耍
品
に
至
る
迄 

其

價

格

を

騰

貴

せ

し

め

彼

等

，
大

窮

迫

を

致

し

、た
る
一
，大

原

因

た

る

な

ヶ

。

畆
ぐ
の
所
得
と 

等

し

ぐ

，公
の
租
稅
、收
入
及
.び
債
務
の
領
收
及
び
，徵

收

は

甚

し

く

闲

雛

S
爲

b
、羅
が
爲
に
國
王

1

5
 

.::
八
七)

.論

•說

鉍

懿

I

I

中
心
と
し
て

m

i
 

S



ミi
!<l
•--ノ.4

铬
t

s
 

(i

•八
八)

•論
' 

_
 

て
.

傲
i
 

B

の
-受
ぐ
る
掼
.寄
並
'に
戰
#
の
遂
行
に
對
す
る

.障
害
亦
頗
る
大
な
る

i

の
あ
る

な

爿

。

询
に

0

 

に
提
唱
せ
ら
れ
沱
る
貨
幣
の

.改
餺
は
從
前
の

.例

に

於

け

る

が

如

、く
、國
王
.の
特
麻
の
：利
.得

1:
-,目 

的
•七

し

て

企

圖

せ

ら

れ

た
i

‘に
，
#

ず
、國

王

及

び

人

：2
に
.共

通

の

利

益

を

0;
畋ミ

：：

ず

；
る

も.の

U
.
.
.

 

し
て
、之
に
看
す
る
反

#.
腠
は
孰
れ
も
十
分
な
各
.根
摅
を
有
せ
ざ
る
な

-O, w
(
p
p
.

 1
6
9
-
1
1
7
:}。

0

四
孝

k

至
.

K
VてL

o
w
n
d
e
s
.

は
.鈒
货
の
改
嬸
に
際
し
之
が
爲

R
取
得

•せ
ざ
る
可
ら
一.ざ

る
0

0
 

並
，
に.之
に
使
相
す
对
き
敏
當
な
方
法
を

'提
案
せ
り
。
辕

 

一
K
鋳
の

.事
業
は
出
來
得
る

.限

&

‘短

.

少

な

る

時

'
日

內

.
に

完

成

.せ

.
ら

る

.，
可

き

も

■
の

な

t

是
營
に
其
期
問
に
於
け
る
剪
截
に
由
り
て
：

.

 

：

：
:
.

 

;.
 

.:
 

■■■■■■■■

,*'

 

.

.

. 

.

.

.

a t
.

に
'衆

6'
可

き

：
損

誉

を

除

去

(

'す

る
の
み
な
ら

ず

、國

.家

を

.
し
.て
新

.貨

幣

.に

伴

へ

る
利

益

を

、よ

：

K
y
-

.

.

.

.

.

.

. 

■ 

■ 

■ 

■ 

■
■
■ 

. 

.

.

. 

. 

.

.

.

.

. 

.

.

.

. 

-■ 

, 

I 

. 

■

速
に
取
得
せ

3
:

む
る
、を

•得

る

、が
、
爲
：な

：レ
0'

簾
一t)

損
失

'若
し
く
は
其
璿
大
部

■
■分は
；鱗

.ぐ

*
共
に

.

由

b

て
負
織

-せ」

ら

，
る

可

き

も

の

衣

6

'°
:我
し

)

#

殊

.の

人
.令
の

失
膂

に

よ
公
て
行

.は
'
%.
v
.
可

：し

ど

• 

■

 •
«

 

.

.

.

.

. 

•

せ
ば
、
彼
筇
は
；多
數
の
勢
力
に
よ

h

て
公
益

.の
爲
ぃ
に

.，す
‘

改
傘
を
阻
.害
す
可

ぐ
、
而
し

て

彼
等

は 

讁
會
の
前
#

期
は
於
て
彼
等

の
爲
に
通
過
せ
ら
れ

た

る

«

決
.
•に由
一

^V

補

.；
償

甘

ら

る

賓

き
を

.鄭 

待

す
る

..
i大
'な
务

し
，者
.，な
1
。

.(

第

3

た
る

總
.て

一

般

入

民
に

取

i

て
#
為
耳 

0
、節

明

.な、ら

し
め
，ぎ
る

W
&

t-
o

即
ち

.彼

等
は
‘興

剪

截
貨
，
幣

を

交
#:
し

文

は

翁

鏡

貨
を
以
て

其
價
値

\を
.；|0
1
收
.す
'る

場

合

：
に

遠

隔‘の
.
M 
n
,
赴
か
：W

る
一
を
#W

る

^
細
；き
4

な
く
、又
其

_

に
：.於

- 

.

*

.

.

.

.

 

•

 

-

は
：.：有
用

’に
し

.
V

iら
讓
渡
し
一
得
可
き
'債
樺

 

(

徽
四
箸
忌

0
餘
：
 

地
-を
無

か

：

らし
めざ
るず

。：
0 
<

て
：
遠
’近
.各

州

に

於

け

：る

總

文

s

剪

截

貨

幣
fc

悉

く

皆 

儉
轉
に
ー
輸1:
^'
て

麻

所

に

：
：
改

_

を

行

ふ

^

如
、き
乙V

J

な

き
.を

製

す

。(

第
五)

當

局
.
.が
‘剪

截

：貨

幣

：
 

の
.
_敗

%

_
始
.す

,̂
と
_

時
：：に
、若
：し

く

味

：

»

之
が
所
定
，の

.：價

«:
'
を

«.
. 

還
す
ギ

|

續
亦
_

馨

&
ー务可

♦

新
資
：
.幣
：に
依

.：

.

O
V

て
#

は
る
可

&

も
、
0
零
ぅ
。

而
し
て
：誘
■入

せ
ら

る
可
§

剪
：孽
貨
#

'.

. 

. 

.

-

-
 

-
- 

.
-

\ 

-

.

.

.

.

‘ 

：
 

.
、
*

が

全

く

償

'還

^

ら
.る 

>

迄

、纖

戾

^
進

行

に

斷

_

:
な

：か

ら

し

V
可
&■
•

^
寘

や

時

：機

：及

、

び
方

法

.
を 

以

て

議

會

齡

典

不

愿

：を
'
»输
.せ
.ダ

る

可

ら

^
〒
 

に

是

警

，

般

「

的

®

件
及

び

，
 

其
他
の
必
要
.に

基

き

其

*:
行
に
，關
す
る
.

»

»を
.立
.て
た
.り
。

(

5

-)

,
食

は

剪

«

«

#

の
掼
失 

を

«
偾

す

る

が

爲

：に
：援
.助
を

.與
べ
'|8
家

^'
ょ

：り

T
JE
f -
に
支
出
せ
&
る
可
き
其
負
擔
並
に

之
 

が
附
帶

的

經

t

を
精

確

に

箅

常

す

可

&

も
の
な

6

Q
而
し
て
邦
補
助
は
毎
碗
に
對
す
る
十
ニ 

片
の

‘地

ff
l

若

し
く
は
輸
入
货
物
に
對
す
る

繼

續

的
赋

_

ょ
办
支
出
せ
ら
る
可
き
私
額
、

或

は、其 

他

一

ヶ
年
以
內
に
•效

果

を

擧

げ

得

可
&

一 

定

の
公
'債
.の
，

孰

れ

か
に

依

る

可
§

も

の

な
6

。

(

第 

f

一
,

(

ご
八
九

)
」

I

說

_ 

4

i

ti
:
7f.
r

K

W

_

l

l

l

裔

I

ズ

'し

て

？

雜

四

一



f

l
继

c

i)

論
，

n

 

凝

S

I
酸
I

f
 

I
し

て

i

-

西u

 

' 
.

1
1)

金
銀

0
ft
n
を
問
は
ず
、新
貨
幣
は
總
て
稞
杻

.の
原
位
纪
據
る
品

.位
を
：以
て
鎢
造
せ
ら
る
可 

&
7
P
.

の
な
ト
。

(

第
.三)

本
位
，
’金
’の

各

金

蛩，一

封

度

ば

現

杻

の
‘造
ノ
幣
.契
約
に
於
け
.る
と
铕
し
ぐ
四 

十
.
.四
，*キ
ニ 

|
半
の
原
释
に

.從

-0
て
分
截

.せ
ら
れ
、量
目
又
は
純

.分

.若
し

.く
ば

»
_
.者

に

於

.て

六

分

て
新
銀
貨
の

#
金

：最

；
一
、封

度

ば

十

，二

片

货

ビ

除
_き
、
® 

る

完

全

な

る
>

ラ
ク
-
.ン、半
ク
ラ
ク
ン

•志
、六

;{
*
、グ
口

1 

す
可
き

.個
數
に
，分
截

■せ
ら
れ
、而
し
て

_

方
-は
命

®'
各 

公
差

•を
承
！S.

せ
•ら
る
。

攝
四

)

法
律
又

.

.は
藤
令

L
i

寧

y

の
• I

力
.ラ
ッ
ト
の
公

差

を
‘認
，む
。.

.

而
し 

近
の
契
約
書
に
ょ

6

で
鑛
浩
ぜ
ら
れ
た 

ト
1
1
1

片
、ニ
片
、

I

片
ど
量
目
に
‘於
て

一
致 

1

封
度

'，.に
就

.ぎ
二
べ

《

I

吵• H

丨
ト
の 

我
現

#

の

法
..貨

に
し
て

*
般

.の
手
.段
に 

V
、志
-及
び

半

志
の

銀
貨
は
 

'一
ク
ラ
ク
ン 

る
可
く

、

他
の
小
片
の
古

®
貨

，
は

•
現

狂

の
 

げ
た
る

が
、如
き
名
稱

5:
'

以
て
•呼
ば
し
む 

の
限
、度
を
超
過
せ
ざ
る
範
圍
內
に
於
て

に
供

‘す
る
が
.爲
に
輸
出

せ

‘ら

る

可
&

も

、

他
は
之
を
許
さ
す
、そ
は
銀
■の
 

す
る
に
至
る
可
し
。
籤
六

)

新
貨
幣
奴
總
て
'機
械
に
ょ

6

て
鑄
造
せ
ら

陛 可 儘 に よ  

下 し に 對 办  

の 。 通 す . 削  

許 攝 用 る 減  

可 五 せ 七 を  

及 我 し 十 受  

び 地 む 五 く  

命 金 ，可 片 る  : 

令 ビ じ の 乙  

に。 等 ° 原 と  

よ’ し 而 ，基 な

る 價 办 く し に S

ク
ラ
ク
ン
、半クラク

比

■̂.し
.....

て
'引
'上
.
.
^
.
.
.
.

ら
'

.
V

新
®

貨

ぼ

義

R'
::傅 

»

貨
も
：亦
、角
々
，'1.

寒
.

て

刻

下

の

戰
役
の
用 

格

を

_

制
す
る

に
資 

可
し
。、(

第
七)

諸
舣
の

.手
：段

^
ょ
t

削
：_

せ
&
;れ
た

.る
離

^S

.名
こ
と
な
か

&

し
.ダ
る
が
爲

1
2，通
貨

.た
る

0
資
：播
炙

.き
Z

と

を

食

：吿
す
可
し
。

而
し
て
向
後」 

何
入
と
.
_、|}
6

に
：
剪

：
截

せ

，
ら

.：れ

又

：は

其

後

に

至4

て

剪

截

削

：減

；せ
し
一
め
.ら

る

，可
&

如
、何
な
る
'貨 

、幣
を
4

寧

法

の

支

®

は
於
て
：受
鑛
、す

る

の

«|
-
.
#な
r

る
.可
し
、又
何
人
と
離
、容
易
に
'同

收

，
せ

ら
 

 ̂

 ̂

< 

0
如
：き

貨

：幣

を

挟

受

す

る

乙

マ

し

な
-が

ら

し

む

可

し:0(

第 

w 

 ̂

 ̂

t 

ゥ
.ン
«

^
對

し

十

八

べ

，
ユ

ー

ク

.工
f

ト
Q
'
M
r
s.
に
.比

例

、 

せ

る

量.目
.
.を
有
す
る
跗
は
剪
截
又
は
減
掼
を
蕻

.れ

 ̂
i

の
と
し
て

.其
支
拂

.'を
拒
む
こ

^
.能
：は
 

1
。
即
ち
舊
貨
幣
は
剪
截
を
蒙
ら
ざ
る
も
摩
損
を
诼
れ
ざ
，る
が
故
な

.
p
f
.
1

九
M

時
に
^
個 

の
腮

.機
を
述
轉
し
得

-可

§

偷
敦
塔
內
の
造
幣
本
局
の
外
、英
蘭
土
及
び
ク
チ
ー
ぐ
ス
内
に
#
ニ
 

個
の
歷
機
を
使
州
す
る
九
ヶ

.所
の
造
幣
局
を
創
'
,設
.す
可
し
。；
是

觫

の
•諸
：̂

幣
局
は
縱
令
何
等 

の
制
限
を

*

せ
ら
れ

.ざ
る
も
、人
は
最
便
宜
な
る

.地
の
造
幣
局
に
、其
‘货
幣
を
輸
鈉
す
可
き
.が
 

故

R

#.
週
約
五
六
萵
磅
を
嬸
造
す
る
乙
と
容
易
な
る
可

c
、
l
ヶ
年

，
ょ
遙
に
以
內
に
其
全

 

事
業
を
完
成
す
可
く
、之

:̂
.‘必
要
な
る
資
料
は
總
て
次
の
ク
リ
ス
マ
ス
迄
又
は
其
以
前
に
於
て

.
 

使
用
し
得
河
か
ら
し
む
芯
が
爲
杞
出
來
得
石
限
ヶ
急
逨
に
支
給
ず
る
を

#

可
し
。

(

第
十

)

造
幣 

ノ

第

十

意

(
1

九1
.

)
.

眺
.i

人

i
s

h
E

I
I

I
'

中心
t

て

g

號

！
 

' 

•



_

f
 ー
卷
，

(

1
九二)

論
‘
說
 

l
i

s
-

s
l

載I

 
改 

I

t

 して 

I

-
 

S

:

;

局
長
、親
方
、橡
赍
官
及
び
試
金
官
は
依
然
偷
敦
搭
，に
狂
り
て
，菔
锬
其

.事
業
を
管

»
し

、あ

代

_

夢
 

ビ
し
て
熟
棘
有
る
適
材
を
し
て
埤
方
に
於
け
る
九
造
幣
局
の
事
務
に
當
ら
し
む

n藤
十

I )

現
今 

'
P

志
幽
片
带
母
る

m

貨
の
雀
封
與
の
鶴
造
費
は
；
今斯くの如く多

^

の

货
.幣

が
0 
0
 

改
：：鑛
^:
ら
：ー
る
，
、#

合
.に
ゆ
軍
に
恰
好
：な
る
も
の

.た
ら
し
む
可
し
。

.

.藥
十
ニ

)

造
幣
局
の

.建
設
せ

.
 

も
れ

^

る
、
#

».
31

は

*
附
、近
に

.
raE
立
：爾
替
埽

.
A
n
.
o
m
B 

of the.-Kin

.̂v
o
b
a
n
g
^
*

設
録

k

義長長 

«

^
:J
e
:
.
K
i
n
n
s 

C

:rn
g
6
r

と
.稱
.し
、
.其，
.下：に
出

.納
：.官
叉

.は
，副

.官

.4
>
'
,僮

/
A
O 

/\(

第
平

.
5兩
替
官

.は
，,
屬 

食
芩

,

R
.fl
_

拿
除
；き：

-#
日
.
.役

：所

又

は

其

管

轄

：两0
杨

0「

市
.
«鄭

市

ば
.：出

勸
~し
：旗

し
H

^

M
 

&

等
：?)
'
.
市
場「

邵

市

に

出

役
せ
、ん
ご
す
る
時
：は
之
を
.其

地
に

'

於
戈

®

吿

：：
し

、
¥

レ

て

前

? 2

役
所
及
；
 

び
他
の
：市

場

都
‘市
.に
於
七
.兩

潜

官

又

は

其

©

僚
は
、改
鋳

の
...目

的

を

；以

て

輸

納

せ
&
:る

V

M
て 

の
、尊
歡

貨
#
:を

收

受

す

可

含.も
.
.

の

な
W

 (
两

し

てL
o
w
n
d
e
s

 
ノ
は

彼

等

が
其
麟
寶

.を

全

ぅ

す

る
.

爲

ほ

遵

.率

す

可

衾

填

則

：七
：
ヶ
ハ
條
を
揭
げ
た

(
6
}。
ぐ
籍
干
：四1

「

上

の

剪
.截

貨
#
.又
：雄

麟

食

：店0
つ 

擬

具

，
ょ
一
t
生(

じ
.
^
.
る
1
.
:
.
文

■

は
！商

人

-^
ょ
；
K
yて
造
；幣
の

_
:的
.
^
以

；
：て

，
輸

"
猶

ぜ

ら

る

.
可

き
も

の

，
救

. 

し

：
t

は

一

其

他

の

：
ち

の

：
缤

總

セ

_

毫

等

：：の'提

案

に
"
«

を
' 0

«

f
る

ほ

；電

ダ

镲

幣

局

長' 官
；以
；下

ゅ

是_

のI.

も
；

e:

奢

し

く
.；：は
：
其
、
餘' の
有
.ゆ
，：.る
：造

幣

事
.項
.

に
ニ|1
:
す

る
.規

定
.を
.遵

舉

し

、而
'しv

各

#

官

ば

雜

れ
.
.
♦其

：上

會
"に
：對
E

、«

w

#

^

.て

.

.寶
任

.を
■.
.負
ふ
可
；き
こ
：ビ
今
に

-
'
る̂
.な
し

'。

(

第
.十
五

}

4
述
"：せ

.る
剪

#

貨
幣

0

儇
値
：に
：對
.ず

'-
5 

系
形
读
之
を
堤
示
せ
各
：各
得
，參
人
に
對
し
て
支
：拂
：は
：，：る

'可
：き
も
の
な

.る
が

:故

：
に

、
之

.
が

所

有

檫
 

は
»

#
の
'踔
入
な
く
し
で
容
辱
に
移
轉
し

# ;
可
f
、而
：し

'セ
其

.受
顧
自
由
な
る
が
故
に
好
權

©

支
挪

»

料
.た
る
可
し

9 :

而
.し
て

M

に
華
等
手
；形

§

流
，通
を

.獎
：卿
す
各
翁
；爲
に
.其
日

f
 
s

、•

• 

• 

- 

, 

•
.

濟

に
_

る
迄
.
¥

$分

^
 ̂

ひ
：可

し
*°
.但

げ

該

手

形

が

支

拂

を

受>
v _可
き
順

'位
：
£ 

_
.?>
ぐ
、
興
.所
、有
者
：が
之
，を
貨
ー

■
'
€引

換
，へ

^

る
時
は
、を
は

«

の
爲
に
保
留
せ
ら

^

、

を

要

，
す 

る^
"

利

子ば
/:

該
.
0
.
#
i:
b

停

止

せ

ら

る

，可
，き

も

の

なKV
O 

.

(

第
十
.六
«

-«
貨

幣

收

受

の

一

期

間

.
'
を 

-'
ヶ
月
に

®'
装
す
可
し
。
爾
十
七
黃
截
貨
幣
を
棄

#
:ず

’る
有
ゆ
る
人

.を
し
て
何
等
の
疑
念

〉

な

* 

• 

. 

. 

I
!

■私

ぎ
1,
“

霉

ば

典

.讓
受
人
が
、磷
實
咚
其
價
：値
を
；收
受
し
、丽
し
ー
て
支
拂
.の
過

.程
が
極
そ

.短
；.
時 

日
.：內
片
開
：始

4-
.ら
れ
、全
部

.，の

.完

'
.
了

ゼ

輩

备

 

く
繼
續
せ
ら
る
可
き
班 

0

な
'る
.秩

序

ぎ

跃

て

、上

記.
0
:手
：形
^

に
®

含

^
ら
名
：可

元

：本
及
.び
利
子
の
支

®
金
可
能
な
：
 

ら
し
む
る
に
十
分
な

‘る
®
金
及
び
保
證
を
設
定
す

.る
が
滹
に
下
の
如

&

規
足
を
設
く
可
し
。
 

(

一)

.特
に
當
該
造
幣
荀
に
交
付
せ
ら
る
可
く
雨
替
局
に

®

致
せ
ら
れ
れ
る
剪
截
貨
幣
の
银
ょ

K
V

疼レ
-
i
 

ニ 

ノ
 

s 

t

ハ
V
フ
ア
少
ク
ス
卿
の
货
幣
fi
i
c
.
鋳
^
中
心
2
し
て
第
二
猇 

四
五 

辦
十
I

こ
-

r
s
l
e

論
パ

跳

喚

缓

ら

れ

わ

る

货

幣

馨

、

 

深
S
 

I



'
■
第
十
I
 

V
一
九
四)

-

論
.

魏

爲

|
|
|
|

吹
S

中
心

t

て

f

m

.

-、
四
六

.し
て
各
個
の
造
徹
局
に
於
て

.鶴

造

せ
ら
る

.可

き

有

ゆ

•
る新

貨
幣
ぼ

該
.兩
替
局
所
®
の

發

帳
に 

記
入
せ
ら
れ
.农
る
手
形
の
支
拂
に
充
當
せ

ら

る

可
ぐ

、

而
し
て
上
述
の

« .

貨
幣
が
改
錄
せ
ら
れ 

得
る
限
度
內

.に
於
て
最
も
，急

速

に

連

日

.之
に
：供

用

せ

ら

る

可

し

。

M

し
て
'雨
#

當

は

其

©

跳 

を
附
せ
.る

手

形

を

交

付

す

る

に

當
3

、

當

¥

密
が
興
剪

®

貨
幣
を
輸
致
せ
る
時

H
を
注
趑
す
る 

S

等
し

く
、該
.手
‘形
の
償

_

に
‘際

し
て
も
、

逾
'當
な

.、
る
-
.
順

序

を
雜
'持
：す

：
可.
.§
,
•も

^
^
p 

o
即
ち
彼 

等
は
上
記

.臺
帳
に
其

®

號
ビ
祓
本
と
を
有
す
る

"を
：.以
：
て
、
不

當.な
る

«

^
を

»

1
る
こ
ビ

S

き 

を
骤
し

^

す

被

害

潘

R
對
す
る
愤
値
の
一

1'

倍

 ̂

 ̂

る
翻
金

.を

科

，せ
.ら
る
可

し

0
,

(

5 

.如
何
な
る
入
又
は
人
々
、政
治

•囿
體
又
は
顧
合
に

.取

6
.て
4

這
般
の
鼾

@

に
ょ

5

て
流
通
せ
し 

め
ら
る
可

&
放
截
せ
ら
れ
ざ
る

.貨
幣
を
以
て

.八
十
海
破

®

截
貨
幣

K

K

 |

.ォ

.V.

ス
A

志
：Q

： 

割
-合

を

，以
、
て

囘

收

サ

ら

る

可

し
S

せ
ば
、該
金
額
は
國
家
に

.ょ
り
て
負
擔
せ
ら
る
可
：&
:
:
*
失
を
：
 

補
給
す
る
に
足
る
も
の
と
黛
定
せ

6

る)

を
超
過
せ

‘，ざぐ
る
範

»
杯
に
於
て

.如
‘何
'
:尊
る

.高
の
«
幣 

を
も
國
庫
に
‘貨
付
く
る
を

許

3

る
可

<
.
-
0
し
て

®
般

の
食

#

ば
；
必
然
fj
^

の
如
く
引

Jb
げ

&
. 

れ

た
る
.惯
値
を
以
て

受
理
せ
.ら
る
可
し
。
而

し

”

て
を
は

.

.年
：
'七分
，の，刺

#
'と
：
_共
.に
±.
;記

：：
の

出

金

.
， 

に

對

し

て

要

求

せ

ら

れ

得

る

.こと
、國

庫

に

對

す

る
：他(

の

貨

付

の常
： .

鶴
：
.̂
#
し
9
ッ
斯
'く

しV

貴

出

參

る

可

き

®

I
 

:
上
述
せ
る
手
:形

の

儐

»
^
^
^

く

、

而
し

V
r

大

藏
#

務
^

及
.

〉

び
.臨
時
大
'藏
卿
に
：本
タ 

間
に
.分
一
 

配
'せ
ら
.ゐ
可
し
。(

1
3外
國
銀
‘：た
る
と
.，鈒

器

た

る

.
ビ

儋

造
；：

韻
•

一
中
の.
.銀
、た
、る

と

.^
は
.其
他
如
：.何
：_
 

な
る「

種
類
.
-0
:地

金

お

る

と

を

：間

^

し
、̂

は
所
：.有
す
.可
ぎ
有
；ゆ
る
商
人
#
.し
：
.
 

く
は
；
其
：他
0
者

ば

a
:れ

の

-
幣

M

に
も
，
之
.を
輸
：鈉

す

る

®
'自
由

/を
、有

'し
、而
^

て̂
彼
自
身
使
_
ハ
 

す
る

.が

爲

、
に

新

：
原

_

を

以

七
«

質
#

に

：
之.を
靖
造
せ
し
む
る
か

•(

此
：場
合
に
於
そ
は

#

は
_

m 

局
現
在
の
規
定
に
從
つ

^
、其

»

貨
を
 

る
.可
ら
す

)

又
は
八
十
萬

#;
を
超
過
せ
ざ
る

「

上
.
 

記
總
高
の

' 
一
部
分

$
し
、V

興
®

値
を

_

»

,に
.貸
與
す
可
き
旨
を
言
明
す

る

，

か
は

31

:

®
擇
.に
.
,
 

戈

-&
る

可

し

：云

：々

。

(

四)

辞

W
 

る

貸
#.
金

が

擧

帳

の

全

：部

：を
：償

：
 

.

.却

ず

る

に「

足

ら

：ざ
：る'時
ほ

^
:殘
'餘
は
餘
剩

•金

i
 

0支
.
*ば
る

-可
く
、
其
缺.如
：せ
る
場
合
に
は

® 

後

0
不
足
，額
は
，次
年
虎
の
_

藥
ょ
々
支
_

る
可
き
も
.
.の
.な
り

.0
，

(

第
十
.八)

塊
行
の
0

S

は
，
 

上
.述
、せ
る
.造
，幣

局

1

般
の
-费
用
に
.充

用

せ

&

る
.可
し
。
‘(

第
十
九)

大
藏
，■爭

務

官

又

は

，
臨
，時

：大

藏 

卿
及
び
國
王
に
ょ
り
て
任
命
せ
ら
る
可
き
出

•
.細
次
肓
又
は
監
督
官
は
這

^

の
辦
務
に
_
し
制 

定
せ
ら
る
可
き
法
律

.に
準

‘據
し
其
監

S

K

を
行
ひ
、而
し
て
兩
替
局
及

.び
造

■幣
局
所
騰

.の
：：
®
 

I

s

 

(

一

塞

.

.齡

m

i
i

g
m

l
l

s
l

集

を

中

心

t

て

'
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